
資料2　事務事業評価（自己評価）結果

単位 計画（予測） 実績
団体 210 200 計画 実績
団体 5 3 総コスト 5,031 4,704

　直接事業費 2,405 2,162
　人件費 2,626 2,542
特定財源 2,405 2,382
一般財源 2,626 2,322

単位 計画（予測） 実績
％ 86.0 85.0 計画 実績
％ 37.0 39.0 総コスト 89,791 85,014

　直接事業費 83,598 79,089
　人件費 6,193 5,925
特定財源 1,500 1,500
一般財源 88,291 83,514

単位 計画（予測） 実績
人 1,500 3,226 計画 実績
人 2,300 2,899 総コスト 5,025 4,516
人 1,500 2,623 　直接事業費 4,208 3,476
人 2,500 4,786 　人件費 817 1,040
人 － 987 特定財源 8 21

一般財源 5,017 4,495

単位 計画（予測） 実績
件 9 7 計画 実績

総コスト 2,328 1,982
　直接事業費 1,200 1,200
　人件費 1,128 782
特定財源 0 0
一般財源 2,328 1,982

単位 計画（予測） 実績
人 12,500 13,312 計画 実績

総コスト 2,248 2,595
　直接事業費 1,017 989
　人件費 1,231 1,606
特定財源 230 275
一般財源 2,018 2,320

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05281 さぬき市内の企業従業

員及び地域住民
企業従業員の心身の健康保持及び体力増進を図るとともに、あわせて地域住民
のレクリエーションの場に供し、企業と住民の交流と融和を図る。

施設が小規模、また自治会館としての
機能が強く、利用者の増加等には限度
がある。

引き続き、自治会が中心となった施設
の管理運営を行い多くの人に利用して
もらう。

事業名

継続する

志度南交流セン
ター管理事業

指標名
コスト（千円）

利用者数

所管課

商工観光課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05096

市民等 役割分担に基づく自立したまちづくりを推進する

－

協働に対する期待は大きくなっており、
制度を拡充して推進していきたい。ま
た、執行にあたってはより透明性のある
制度、市民に理解が得られる制度とな
るよう検討したい。

事業名

継続する
協働推進事業

指標名
コスト（千円）

あたらしいまちづくり支援事業申請件数

所管課

生活環境課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05150

市民
高齢者の生きがい活動や地域福祉活動の交流拠点として、住民同士が
自主的にふれあうことのできる場を提供する。

ふれあいプラザについては、それぞれ
地域のコミュニュティ施設であるため、
利用、維持管理等について地元団体
の力を借りることが必要であるが、その
形態について指定管理制度の導入も
含め検討する必要がある。

⑫ふれあいプラザ施設管理及び整備事業
については、さぬき市総合計画や高齢者福
祉計画及び介護保険計画に位置づけ、小
学校校区ごとに１箇所整備することとしてい
る、現在教育委員会で学校の統廃合問題
が審議されていることにより、その経緯を見
据えた上で、再調整を実施する。その際に
統廃合された、教室の再利用も検討課題の
一つと考える。

事業名

継続する

ふれあいプラザ
施設管理事業

指標名
コスト（千円）

利用者（小田）
利用者（鴨庄）
利用者（鴨部）

所管課 利用者（寒川）

長寿障害福祉課
利用者（造田）
数値化できない成果

事業実施の
方向性05094

コミュニティ団体 自立、参画、協働により住みやすく、共に助け合える御近所にする。

自治会補助金を見直す。

社会情勢や役割分担を考慮した適正な
サービス水準のあり方について、制度の研
究を深める必要があるが、防災、防犯等地
域に対する期待や負担は大きくなってお
り、市民との協働、参画を推進するためにも
現制度を継続する必要がある。また、単位
自治会だけでなく、地域コミュニティをどう捉
えるか小学校区単位でのしくみづくりを研究
する必要がある。

事業名

継続する
自治振興事業

事務事業コード

コスト（千円）
自治会組織率

改善の方向性事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

数値化できない成果

生活環境課
数値化できない成果

単位自治会運営補助金負担割合

所管課

指標名

市民の交流を活発化させる

事務事業コード 今後の課題 改善の方向性

使用料の見直し

所管課

指標名
志度会議室利用団体数
大川会議室利用団体数

生活環境課

05093
事業名

コミュニティセン
ター管理事業

事務事業の対象
コミュニティセンターを
利用する市民

志度コミュニティセンターについては、利用
者も多く、事業の効果があるものと考えてい
る。大川コミュニティセンターは利用者が少
なく、事業効果が得られるように検討する必
要がある。コミュニティセンターの使用料に
ついては、他の施設のサービス水準と調整
を図る必要がある。また、総合運動公園等
大きなエリアで検討し、所管等の統合整理
を検討する必要があると思慮する。

継続する

事業実施の
方向性

コスト（千円）

事務事業の意図



資料2　事務事業評価（自己評価）結果

単位 計画（予測） 実績
人 1,900 1,346 計画 実績

総コスト 1,772 2,122
　直接事業費 541 516
　人件費 1,231 1,606
特定財源 0 0
一般財源 1,772 2,122

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05282 さぬき市内の企業従業員

及び地域住民
企業従業員の教育研修及び人材育成を図り、もって地域の産業の振興と技術向上に寄与するとともに、あわ
せて地域住民の社会教育活動の場に供し、企業と住民の交流と融和を図る。

自治会館としての機能が強く利用者の
増加には限度がある。

引き続き、自治会が中心となった施設
の管理運営を行い多くの人に利用して
もらう。

事業名

継続する

研修センター管
理事業

指標名
コスト（千円）

利用者数

所管課

商工観光課
数値化できない成果


